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に て 覆 は れ て 居 る 故 に植 物 の ミ ク ロ テ ク ニ y ク を 借 用 す る と大 變 よ く連 績切 片

を 作 る こ と が 出 來 る。 躑 ち ア ノン コ ホ ー ノV を徐 々 に あ げ ク ロ ・ ホ ノ
レ ム ー パ ラ フ ィ

ン を用 ひ て 三
、 四 日 或 は

一
遯 間 竜か 丶 つ て 埋 沒 す る の で あ る。

　小 鮒 の 横 斷 、小 鮒 もや は b　BOUIN ’S　mixture の 如 き李 凡 な もの で 固 定 しacid −

alcoho1 に三 日乃 至 七 日 間 浸 して 脱 灰 し徐 々 に ア ノレ コ ホ ・− 2t「 を あ 姥て 脱 水 す 。

純 ア N コ ホ ー ル に は 少 くと も二 日位 入 れ 途 中で
一 度 と うか へ た 方が よ い

。

パ

ラ フ ィ ン に は 大 抵 三 日 乃至 五 日 頃 入 れ る 。

　 ト ー タ ノレ セ ク シ ョ ン の 場 合 に は 一 般 に 厚 い 切 片 を作 る が パ ラ フ ィ ン は 融 點 の

高 v ・
も の が よ v 。 室 温 22℃ 位 で も 58e− 60°C ，位 の 融點 の パ ラ フ ィ ン を 用 ひ た

方 が よ い
。 若 し切 片 が リボ ン とな らな v 時は 48°− 56°C 位 の 融 點 の ノ

寸 ラ フ ィ ン

を パ ラ フ ィ ン プ ロ ？ ク の 周 圍 に 塗 ウつ け て切 れ ば よ い
。

、

日 本 産 食 蟲 椿 象 に 就 て

進 　　士 　 　織 　　李

キマ ダ ラサ シ ガ メ

　編 井 敏授 が 雜 誌 昆 蟲 第一
號 以 來 の 誌 上 で 御發 表 に な つ た 日本産 食蟲 椿象 科 圖

読 に 少 々 補 足 さ せ て 戴 きま す。

　氏 の ア ノ
レ バ イ ト否 、 私 の 知 つ て 居 る範 圍 で は 新 記 録 と覺 ゆ る もの に 物 脇

zebra 　ST．8L．が あ b ま す 。 之 は 宮 崎 縣 都城 市 と吉松 との 約 中間驛 な る飯 野 驛 か ら。

北 方約三 里 な る フ ラ ン ス 山 の 發 電 所 附 近 の 路 傍 な る 松 の 枝稍 で探 つ た もの で

す 。 黒 褐 色 の 腹部 に は 横 に 黄帶 が あ るか らキ マ ダ ラ サ シ ガ メ と言 ぷ 和 名を 付 け

俊 し た 。

　　 　 　　マ ダ ラ カモ ドキサ シガ メ Ploiariolα　hirayα rnai 　FuKul ．

　之 は 九 州 地 方 特 に 私 が 三 ケ 年 間滯 在 して居 た 都 城 附 近 に は 極 め て 普通 な 椿象

で す 。 冬 期 は 幼 蟲 の 有 樣 で 越 年 す る ら し く、 五 月の 大 清 潔 施行 當 日 に 庭 の 隅 に

置 い て あ つ た 炭俵 の 下 な どに 、

一 分 許 b の 幼蟲數痼つ つ 見 る こ とが あ b ま し た
。

七 月 上 旬 頃 か ら、 多 數 室 内に 侵 入 し て 來 て 蚊 を 捕食 しま し た
。 縣 立 都 城 中學校 ．

り宿 直室 で は
、 夕 刻 八 時 頃 か ら十 一 時 頃 2 で の 問 に十 四

、 五 匹 も採 つ た 事 が あ

ba す 。 蚊 帳 の 内部に電 燈 を 入 れ て 置 くと 、 此 の 椿象 が蚊帳 の 外部 へ 澤 山來 る

蚊 を捕 食 す る有 様が よ く觀 察 され ま しte。 一
匹 の 椿 象が 二 時 間 足 らず の 間 に 六

匹 か ら八 匹 位殆 ん ど自體 と 同 じ位 の 蚊 を 食 A と云 メ、と 、 少 し く語 弊 が伸 ふ か も

知 れ ま せ ん が 、 實際 の 所 は 肢 脚 で 蚊 を 捕 へ て 置 い て
、
．次 で 腹部 の 環 節問 膜 の 所

か ら口 吻 を 挿 入 し て 蚊 體 の 血 液 を 吸 ふ の で す 。
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